
～令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果から～

令和６年４月１８日に実施した全国学力・学習状況調査の調査結果をまとめたものです。今年度は，「国
語」「算数」「児童質問紙」の調査が実施されました。国語，算数では，知識・技能に関する問題と活用す
る力をみる問題が出題されました。児童質問紙では，学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関

する質問に答えました。

◎国語科では，「言葉の特徴や使い方に関する事項」・「我が国の言語文化に関する事項」において全国
・全道の平均正答率を大きく上回り，「情報の扱い方に関する事項」でも全国・全道の平均正答率を
上回っています。また，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」全ての分野において全国
・全道平均正答率を大きく上回っています。特に「書くこと」に関しては，自分の考えを条件に沿っ
た文章に表して答える「記述式」及び文章中の単語を漢字に書き表す「短答式」の問題で全国・全道
の平均正答率を共に大きく上回っています。評価の観点別では，「知識・技能」・「思考・判断・表現」
のどちら観点も全国・全道平均正答率を大きく上回っています。

●国語科では，全ての項目で全国・全道平均正答率を大きく上回っていますが，今後も児童の学習への
意欲を喚起し，これまで以上に「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ，「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に努めていきます。



◎算数科では，「データの活用」の分野において全国・全道平均正答率を上回っています。また，「数と
計算」・「図形」・「変化と関係」分野で全道平均正答率を上回っています。 出題された問題に対し，
答えの求め方や答えを導き出したわけを書く「記述式」の問題では全国・全道平均正答率を大きく上
回りました。また，計算し答えを導き出す「短答式」でも全道平均正答率を上回っています。評価の
観点別では，「思考・判断・表現」において全国・全道平均正答率を上回っています。

●算数科での「知識・技能」分野・「選択式」の問題形式では全道平均を下回っています。今後も数量

や図形などについての基礎的･基本的な概念や性質などの理解，日常の事象を数理的に表現・処理す

る技能，数学的な問題解決に必要な知識を身に付けさせるよう，一層の授業改善を行っていきます。
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